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第339回 オバマとはここが違う！ 華麗なる一族～鳩山家 

2009.11.22 

 

 初来日を果たしたオバマ大統領、鳩山首相との首脳会談も、無難に終わらせ、あっという間に飛び

立っていった。ミニミニ政治ショーを見せ付けられた思いであった。両者とも「変化」「交代」を訴え、

国民の高い支持を獲得しトップに就任した、どこか背景が似ているように映る。いづれも支持率低下

に歯止めが利かず、苦戦しているようだが、そう簡単に評価を下すほど、期間がたっていない。 

 背景は同じだが、小生この二人、全く違うイメージを持っていると思っている。それはなぜか？恐

らく両者の「育ち」の違いかもしれない。移民系貧民層の、しかも黒人というアメリカでは最大級の

コンプレックスから、大統領という国家元首に就任したオバマ氏と、日本でも名門中の名門として育

てられた鳩山氏では、生い立ちの環境に雲泥の差があるだろう。 

 

 仮に「閨閥（けいばつ）」という言葉が残っているのであれば、彼はその際たるものである。閨閥とは

政界、財界、皇室などとの婚姻関係で結びつき、実力以上の力を持つ、血族関係の事といわれている。 

 ここで、鳩山家の閨閥関係を簡単にご紹介しよう。ややこしいので今回は参考として、その家系図

をつけておく（詳細は家系図①～③を参照・親族関係は鳩山由紀夫首相を本人と見る）。 

 鳩山家閨閥の発祥を曽祖父鳩山和夫から始まるとすれば、菊池大麓（東京帝大総長、学習院院長、京都帝

大総長、理化学研究所初代所長、貴族院議員）男爵、團琢磨（三井財閥総帥）男爵、その孫・團伊玖磨（日本を代

表する作曲家、エッセイスト）、母方の曽祖父は寺田榮（裁判官、貴族院・衆議院議員）、母方の祖父は石橋正二

郎（ブリヂストンの創業者）、元首相・宮沢喜一の息子裕夫の妻悦子は石橋正二郎の娘啓子の娘、つまり孫。

石橋正二郎の弟、元日本ゴム会長の石橋進一の息子慶一の妻祥子は元首相・池田勇人の三女。正二郎

の娘信子の夫渡邉暁雄（指揮者、東京芸大教授）は由紀夫氏の叔父にあたる。 
大伯母系では美濃部達吉（憲法学者、貴族院議員）、その息子美濃部亮吉（経済学者、東京都知事、参議院議

員）。伯母系では古くは元首相・浜口雄幸、その息子巖根（いわね、日本長期信用銀行頭取）、その一族に楢

崎泰昌（参議院議員）、古沢潤一（輸銀総裁、日銀理事）がいる。 

 そもそも、鳩山家の人々は凄いのである。曽祖父の「和夫」はエール大学法学博士。外務次官。衆

議院議長。東京大学教授。早稲田大学総長を歴任した。その妻「春子」は明治 19 年に共立女子職業

学校（現・共立女子学園）を創立。女子教育に貢献した。祖父「一郎」は文部大臣を歴任し、昭和 29 年

～31年・内閣総理大臣。勲一等旭日大綬章を受章と大勲位菊花大綬章を受章。その妻「薫」（薫子）は、

共立女子学園長を永年勤めた教育者。夫・一郎を支えた賢夫人としても名高い。勲一等瑞宝章を受章

している。そして父「威一郎」。関東信越国税局長、大蔵省事務次官を歴任し、その後参議院議員。

昭和51年、外務大臣に就任。勲一等端宝章受賞。そして母「安子」が石橋正二郎の娘である。 

 この母「安子」が、またまた凄い人なのである。石橋家は、戦後ずっと高額所得者上位常連であり、

鳩山一郎内閣誕生から、現在に至るまでの陰の力はもちろん、何年か前までは、ブリヂストン大株主

十傑の 7番目に、鳩山安子1,300万株の名が、見受けられた。（現在、10位の株主の持ち株数は1,600万株）

鳩山家のゴッドマザーである彼女は、平成8年、兄弟がそろって民主党を結成した時、50億円を用意

したと言われている。ちなみに鳩山家の資産は、2000 年の衆議院議員資産公開では鳩山由紀夫が 23

億7,200万円で衆議院議員中第2位、邦夫が13億2,600万円で同第5位となっていた。 

 やはりこの一族、並ではない。我々庶民とは別世界・華麗なる一族に間違いないだろう。 



 

（参考資料） 

 

鳩山家の家系図① 
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「系図で見る現代史」より 

http://episode.kingendaikeizu.net/3.htm 

 



鳩山家の家系図② 
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鳩山家の家系図③ 

 

鳩山家の人々の功績と略歴をご紹介します。 

オレンジ色の部分をクリックすると詳細をご覧いただけます。  

 

鳩山会館ホームページより http://www.hatoyamakaikan.com/family/index.html 

 

（参考：「糾弾」日本の政治革命よりhttp://www.kyudan.com/column/keibatu.htm） 

 

 


